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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  北海道上ノ国高等学校  

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ✔高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒０４９－０６９５ 

       北海道檜山郡上ノ国町字大留３５１番地  

  E-mail  kaminokuni-z0@hokkaido-c.ed.jp  

  Website  http://www3.kaminokuni.hokkaido-c.ed.jp/  

  児童生徒数  男子 ４４ 名   女子 ３７ 名  合計 ８１ 名 

        児童・生徒の年齢 １５歳～ １８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  ✔ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ✔ 国際理解 

 □ 世界遺産 

✔ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

✔ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

ア 国際理解授業（英語科） 

① ５月「世界一大きな授業」 

   JNNE 主催のイベントである「世界一大きな授業」に参加した。世界の諸問

題について考え解決策を話し合う授業で、全校生徒が参加。１年生対象に非

識字者体験、２年生対象にマララ・ユスフザイさんの動画視聴と意見交換、

３年生対象に模擬国際会議を実施し開発途上国への支援のあり方について話

し合った。 
② ７月「新・貿易ゲーム」 

   世界の貿易を疑似体験する「新・貿易ゲーム」を１年英語授業にて実施。 

  世界経済の基本的な仕組みと先進国と途上国の経済的・社会的な格差をはじ 

  めとする国際社会の問題について考える機会となった。１回目は４つのグル 

  ープ（国）とマーケットに分かれて活動し、２回目はその様子を録画したも 

  のをもとに、分析を行った。 

③ １０月「世界がもし１００人の村だったら」 

   開発教育協会の『ワークショップ版 世界がもし１００人の村だったら』 

  を参考にした授業を中学生３０名を対象に学校説明会にて同様の授業を実施 

  した。各生徒に役割カードを渡し、指示に従って移動しグループを作ること 

  で人口や年齢の比率を体感させた。とくに非識字者についての知識を深め、 

  考えさせることを重視した。日本語で記載されているカードを英語で記載し 

  たカードに作り替えた。 

④ １２月小中学校への英語劇出前授業 

   開発途上国の学校に行けない子ども達を主人公に、前校長による原案を基 

  に英語科教員が ALTと協力して物語を作り英訳した。１年生コミュニケーシ 

  ョン英語Ⅰ応用クラス所属の生徒が、配役を考え練習し、中学校２、３年生 

  対象に英語劇出前授業を実施した。 

イ 異文化理解をテーマとした授業（英語科・家庭科） 

① 教科横断調理実習 

② ALTの異文化プレゼンテーション 

   アメリカ出身 ALTの指導のもと、ハロウィン授業及びクリスマス授業を実 

  施した。ハロウィン授業では、カボチャ・ランタン作りに取り組み、全校で 

  ランタン・コンテストを行った。クリスマス授業では、英語でのクリスマス 

  カードを作成した。 

ウ 国際貢献活動（課外活動・英語科授業） 

① 国際募金活動 

   ２８年度は、熊本大地震募金活動を生徒会執行部、ボランティア局と協働 

  で行い、７月の学校祭では KEEPERと保護者が作製したアクリルたわしを販売 

  し、売り上げをカンボジア井戸建設のために寄付した。 

② UNIQLO社との協働「届けよう、服のチカラ」事業へ参加 

   不要な子ども服をユニクロ社を通じて難民キャンプの子ども達に寄付する 

  プロジェクトで、２７年度に続き２８年度も参加が認められた。ボランティ 

  ア局と共同でプロジェクトを進めた。７月に同社員による全校生徒への出前 

  授業が実施され、９月には KEEPERによる出前告知活動を本校と町内小中学校 
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  ４校、保育所で実施した。また、町内８事業所にポスター掲示をお願いした。 

  １１月下旬に UNIQLO社へ古着を発送し、１月末に UNIQLO社より、ミャンマ 

  ーの難民キャンプへ古着が届けられた様子が収められたフォト・レポートが 

  届いた。 

  ③ 世界寺子屋運動 書きそんじハガキ回収活動 

   本校の他、町内小中学校、町内８事業所の協力により、書きそんじハガキ 

  を回収中である。３月上旬を締切とし、日本ユネスコ協会に送付する。協会 

  では送付されたハガキを換金し、東南アジアでの寺子屋建設費用として寄付 

  する。 

エ 海外研修（地域の経済的支援による毎年５名の派遣） 

  上ノ国町からの補助金による本校の海外研修は今年度で１９回目である。２ 

 ８年度は KEEPER２名を含む５名が参加した。海外研修後に、小中学生を招いて 

 研修報告会を１２月に実施した。英語でのスピーチや個人テーマによる研修発 

 表を実施した。 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

✔ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

✔ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 



 4 

 

【参考資料１】「世界一大きな授業」 

 

 『世界一大きな授業』事務局作成のポスターより抜粋 

３年生が行

った模擬国際

会 議 の 様 子

は、『世界一大

きな授業』事

務局作成のポ

スターに掲載

された。 

 

【参考資料２】小中学校への英語劇出前授業 
 

 

 世界最貧の架空の国が舞台で、女性だからという理由で学校に行くことが許されない 10

代の少女が、駐留している国際機関の女性医師との出会いと助言により教育を受けて自立し

て医師になる、オリジナル英語劇"My School Dream"を上ノ国中学校２、３年生を対象に上演。

上演後には劇の内容に関するクイズ・アクティビティーを実施した。 

 

【参考資料３】国際募金活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道新聞 H28.7.6掲載記事  北海道新聞 H28.4.26掲載記事 

 

 熊本地震募金活動、ア

クリルたわし販売によ

るカンボジア井戸建設

募金活動はともに予告

記事が北海道新聞に掲

載され、募金活動実施当

日は多くの買い物客や

地域住民が募金に協力

した。熊本地震募金活動

は生徒会長の呼びかけ

で全校生徒が一丸とな

って実施した。 

 

本校模擬国際会議の様子 
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【参考資料４】UNIQLO社との協働「届けよう、服のチカラ」事業へ参加 

北海道新聞 H28.10.18掲載記事 

 

 

 

 

 

 

北海道新聞 H27.11.19掲載記事 

 ２７年度の取り組み

は、函館新聞、北海道

新聞に記事が掲載され

た。 

 ２８年度は新たに８

事業所にポスター掲示

を依頼し、保育所でも

告知活動を行った。上

ノ国町広報誌、北海道

新聞に記事が掲載さ

れ、昨年度よりも多く

の古着が本校に続々と

届けられた。 

 

【参考資料５】海外研修（地域の経済的支援による毎年 5名の派遣） 

 

 

 

 

                 北海道新聞 H27.12.25掲載記事 

 

                   

 

 ２８年度は５名

の２年生が参加。視

察研修、学校訪問の

他、ニュージーラン

ドの自然や先住民

族について調査・研

究を行い、小中学生

を招いての報告会

にて発表を行った。 

 


